	開催セミナー

	第９４回　農楽マッチ勉強会

	日　時
	2021年2月21日 (日)

　　13:30～16:10
	場　所
	大阪市立総合生涯学習センター
祭3研修室

	講　演　者

	1成田周平氏(成田ふぁーむ代表)
2. 南孝信氏(南農園代表)

	タイトル
	新規就農から「農ワングランプリ受賞」まで／

	内容
	１．成田 周平 氏（成田ふぁーむ代表。42歳。大阪府豊能郡能勢町）
20代前半でプログラマーからフリーの放送作家へ転身後、毎日放送など関西の各テレビ局でバラエティ部門の制作を担当。売れっ子作家としてご活躍中のある日、関西テレビ「よ～いドン！」の番組ロケで京都府亀岡市の農家さんを訪れた際、「放送作家より農業のほうが楽しそう」という印象を持ったことをきっかけに新規就農を目指すことに。2010年に「農地なし、知人なし」の状況から農業を始められました。

北海道や山梨で研修生として農業体験を重ねた後、「明るい笑いのある大阪で農業がしたい」という想いから帰阪、能勢町の原田ふぁーむさんで本格的に農業研修を受けられました。
原田ふぁーむさんでは、生産の一端だけでなく、出荷先や農器具屋さんとのおつきあいなど幅広い業務を経験させていただけたそうで、これが独立後の経営に大変役立っておられるとのことでした。また、研修中は常にメモを持ち歩き、小松菜を1時間でどれだけ収穫できたか等、時間単価を記帳・計算しながら業務に励まれたそうです。
２５Rの農地からスタートし、現在の経営面積は２５０R。独立当初の約10倍に拡大。そのうち１８９Rで有機JAS認証を取得。季節に応じてレタス、トマト、小松菜など年間15種類ほどの作物を栽培されています。
出荷先には、地場産を大切にしている「関西よつ葉連絡会」や有機JAS商品のみを取り扱っている「ビオマーケット」があり、そのシステムが「どの野菜も作付け会議で値段が先に決められ、確実に引き取ってもらえる」ことから、「売上計画を立てて生産ができるのが強み」とのことでした。（新規就農者にとって、買いたたかれる心配がないのはとても大きなメリット）
規模拡大にむけて人材確保などの課題がある中、一人で悩むより「仲間と共に」という想いから、新規就農者が増えてきた能勢に2014年「能勢４Hクラブ(農業青年クラブ)」を創設し、横のつながりを強めてこられました。当初は10名程度でしたが、現在は30名を超え、情報交換や困った時にはお互い助け合いを合うなど、同世代農業経営者の絆で結ばれています。
獣害、川の氾濫、大雪など自然災害と戦いながら、農水省の制度資金や給付金などを有効活用し、原田ふぁーむさんから学ばれた有機農業事業に特に力を注いでおられます。40年前から有機農業を手がけてきたビオマーケットが京阪グループに買収されたことを機に、農家も力を持たなければと、高知・熊本・島根などの大手有機農業家さんが中心となり有機農業事業協同組合を創設。成田社長は原田ふぁーむさんの紹介でこの組合に参入され、主に農家の販売先開拓に取り組まれています。この組合のおかげで全国の農家さんとつながることができ、大変勉強になっているとのことでした。
就農から１２年めとなる令和3年1月、「第4回おおさか農ワングランプリ」にて、
「CSA（地域支援型農業）で繋がろう！」で見事グランプリを受賞されました。
※CSAとは⇒C＝コミュニティ、S＝サポート、A＝農業
※審査の評価項目=(1)先進性・先駆性 (2)波及性 (3)実現性 (4)大阪らしさ (5)熱意 (6)プレゼンテーション力
「消費者が野菜を選択できる社会の実現」・「１００％有機社会の実現」を理念に、
「有機野菜をお安く提供できる仕組みづくり」を経営強化策としてエントリー。
有機農産物は生産量が少なく高価という課題に立ち向かう仕組みとして、人と人とのつながりを大切にした新しい販売方法を考案されました。
最大ポイントは「ピックアップステーション(野菜受け取り場所)」の設置です。消費者はオンライン等で会員登録し、注文＆前払いすることで、便利な場所で生産者から直接新鮮な有機野菜を受け取れるという、コロナ禍の中でも大変便利で魅力的な仕組みであることが高く評価されました。
有機農法は環境に優しくSDGsに貢献しており、また、「ピックアップステーション」による販売方式では、代金前払いによりお金のやり取り不要で３蜜を回避できる点、通常の流通形態よりもお安く購入できる点、お客様に納得してもらえば規格外品も販売できる点（廃棄ロス減少）、ニーズを把握でき生産調整が可能となる点など、消費者・生産者共にメリットが多数。さらに、「ピックアップステーション」は、まずは昼間営業してないバーなどの飲食店舗を利用し設置されますが、将来的には、企業や団体との連携により、勤め先や保育園・カフェ・スポーツジムなどでも受け取れる形にしていくということで、利便性の面から大きな期待と関心が寄せられています。
このようなCSAは海外ではメジャーな方法で、特にヨーロッパではこの野菜セットのバック「CSAバック」を持っていることがステイタスのひとつとなっているそうで、現在、このバックのデザインにもこだわって制作を進めておられるとのことでした。成田ふぁーむの挑戦がCSAのモデルケースとなり、能勢から大阪全域へ、そして関西一円へ、さらには全国へと普及していくことを目標とされています。静かな語り口の中にも、「生産者の顔が見える有機農産物を地産地消で！」という熱い想いが伝わってくる講演でした。
放送作家として独自のアイデアで多くの人を楽しませて来られた成田社長。農業にも大変な熱意をもって取り組まれ、素晴らしいご活躍ぶりです。これからも斬新な企画力と実行力で、農業界にそして日本社会にますます新しい風を送り込んでくださることでしょう。大いに期待しています！
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２．南 孝信 氏（南農園代表。34歳。岸和田市）
サラリーマンを経て6年前に新規就農。農業に興味をもたれたきっかけは、学生時代に大規模農家である親戚の家に遊びに行かれたことでした。
農業大学校に通っていた2年間に、乾農園さんでアルバイトをしながらナスの栽培を学び、卒業後にも岸和田市の農家で1年間、水なす栽培を学ばれました。研修で出会った諸先輩からのアドバイスもあり、新規就農者として岸和田でやっていくなら、大阪の特産品である水なすの農家になろうと決意。折よく青年就農給付金の制度も活用することができ、無事に新規就農を果たされました。流通ルートや消費者とのつながりもほとんどない状態からのスタートでしたが、JAいずみのには、水なすの生産出荷組合があり、組合員になると販売できる仕組みが確立されていたのでこちらに加入されたそうです。
水なすのほか、岸和田の名産である「彩誉ニンジン」にも力を入れ、岸和田４H会長を経て、今では彩誉生産グループの主力メンバーです。
生産商品の販売戦略として南海さんの企画に協力し、なんば駅やなんばパークスのマルシェなどにも積極的に参加。そのような場でいろいろな方とご縁ができ、それが情報収集や販路拡大につながっておられるそうです。岸和田市はお城があり、海も山もある豊かな地域。岸和田市民はイメージ的に「口が悪い」と言われることがありますが、実際は「気持ちがある人」「一生懸命携わる人」「熱心な人」が南さんの周りには多いとのことでした。だんじり祭で有名ですが、岸和田は土地にも農業由来の地名が残っているほど、もともと農業がさかんな地域。南社長ご自身も子供の頃によく田んぼで遊ばれたそうで、子供たちにこの豊かな自然を残していきたいと考えておられます。
ほかにも水がきれいなこと、蛍が見られる川があること、海の幸として「生シラス」が有名であることなどをご紹介くださり、南社長のあふれる地元愛が伝わってきました。
水なすは泉州地区で多く作られていますが、岸和田から阪南までの地域によって種が全く違うそうで、南社長が栽培されているJAいずみのの種からは縦長の水なす、南の方に行くともっと丈が短く丸い水なすが多いとのこと。このようにJAの種と、個人で種を採取している場合とでは作物に違いがあり、「実は水なすにもいろいろな品種が存在することを多くの方に知ってもらえたら嬉しい」とのことでした。南社長も今後は品種を選定して、より良い水なすを選んでいきたいと考えておられます。水なすは漬物にすると絶品。泉州には漬物屋さんが多数ありますが、コロナ禍の影響で水なすを売るのが大変な状況に陥っていることもあり、今後は生産者である南社長ご自身が漬物作りなどの六次産業化に取り組むことで客単価を上げ、自分の商品のブランド化を図り、それを新たな武器にしていきたいとのことでした。
名産である水なすの生産に精を出しながら、人参の生産にも取り組むことになったのは、「彩誉」という甘みの強い品種の種が地元岸和田で新しく開発されたからだそうです。
行政と商工会と生産者でこれをもっと有名にしていこうということになり、その活動が2013年に始まり、一昨年の2019年に「大阪もん」に登録されました。人参独特のくささが全然なく、甘さが特徴。しかし栽培当初は土壌が合っておらず、真っ白い人参ばかりが出てくるなど大変な苦労があったそうです。何十人で作り始めたものの、だんだん取り組む人が減っていく中、南社長はあきらめることなくいろいろな産地の方にお話を聞いたり、徳島まで視察に行くなどして研究を重ねられました。「根のものだからやはり土だ」ということを異口同音に教えて頂き、鹿児島や熊本の農家さんが行っておられる土壌改良を参考にするなど試行錯誤を重ねた結果、ようやくおいしい「彩誉」人参の栽培に成功。そんな南社長の頑張りを見ておられた加工業者さんが人参ドレッシングや人参ジュースを作ってくださるようになりました。
「彩誉」を有名にするには、作って売っているだけではダメだと奮起し、2019年に「自分で種まき、肥料まき、除草」など、多くの人に栽培体験の場を提供することを企画。生産工程を体感してもらうことにより参加者の皆さんに「自分で手掛けた人参」を感慨深く味わって頂くことができました。皆さんからダイレクトに「おいしいね」の言葉をもらった南さんは大きな喜びを感じることができたそうです。「彩誉」をブランド化していくには認知度を上げていく必要がありますが、南社長は口コミの威力に期待をしておられます。目で見て舌で味わい肌で感じたことは、ネット情報とは効果が全然違うと確信しておられることから、コロナ禍が収束したらこの栽培体験企画を再開させ、継続していきたいとのことでした。「コロナ禍で商品が売れないつらさを味わいましたが、この経験により、何が起きても負けない農業をしていこうと思うようになりました」と熱い胸の内を語ってくださいました。
工業地帯である大阪で農業をするのは大変だと言われる中、南社長は「大阪で農業をしたいなと思える環境を自分が作り出したい」と考えるようになったそうです。高知や京都など農業がさかんな地域では、新規就農者に手厚い農業支援がありますが、農地が少ない大阪では何よりまず農地が手に入りにくく、他府県と比べても新規就農するまでのハードルが高いのが現状です。しかし就農できれば大阪には880万人の人口がいて、消費地までが近いなどメリットも多々あります。SDGsで地産地消が推奨されているのも追い風です。国の産業として農業は魅力的でもっと活性化させるべきとのお考えのもと、労力の多い農業を楽しくするため、また、ベテランでなくても毎年安定的に生産していくために、自動水まきや農薬散布のシステムを導入されました。スマート農業の技術をうまく活用したことで労力は減り、時間効率も格段によくなられたそうで、設備投資による効果を実感されている様子を具体的にお話くださいました。
南農園の従業員さんは重い荷物を持っていても、「仕事じゃないみたい。楽しいです！」と本当に楽しそうに笑顔で働いてくださるそうです。それは誰よりも南社長ご自身が、とても楽しく農業に取り組んでいらっしゃるからでしょう。
「農業は楽しかったら楽になる」「労働環境を改善し、農業を楽にして、新規就農者を増やしたい！」という熱い想いが伝わってくる素晴らしいセミナーでした。
大阪農業の未来を牽引する存在として、ますますのご活躍を期待しています！
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